
２０２４年度 滝川市立高等看護学院

滝川市立高等看護学院 関係者評価委員会議

１． 開催日時：２０２５年８月２７日（水）１５：００～１６：１０

２． 場 所：滝川市立高等看護学院 会議室

３． 出 席 者：外部評価委員３名：元中学校学校長（教育経験者）、元看護専門学校 副学院長

（実務経験者）滝川市立病院 主幹 （実習病院職員）

学院職員４名：菅谷副学院長、大島教務課長補佐、遠藤教務課長補佐、外山主任

４．会議内容

【事前配布資料】

（１）２０２４（令和６）年度 滝川市立高等看護学院自己点検・自己評価会議報告書

（２）令和６年度 点検・評価内容一覧

（３）カリキュラム評価アンケートの実施結果について（卒後 2年目の自己評価と所属長の他

者評価）

（４）令和７年度教育内容・学院生活

１）カリキュラム評価アンケートの実施結果について

カリキュラム評価アンケート

実施結果
質問・提言内容 回答

・卒業生の自己評価回答者

9/１9 人、有効回答率５３％。

所属長による他者評価回答者

４/６人、有効回答率６７％であ

った。

（教育経験者）

・自己評価の回答率が約５割。

事前に卒業後２年目にアンケー

トを実施する旨についてアナウ

ンスは行っていないのか。

・就職後の卒業生に追跡調査

を行っていることは素晴らしいと

思う。

・現在、アンケートの事前のアナ

ウンスはしていない。卒業生に

とっては急な依頼になったのか

も知れない。今後、事前にアナ

ウンスを行い、協力を依頼して

いく。

・所属長における他者評価と卒

業生による自己評価の総合平

均に所属長２．８、卒業生３．９と

１．１の開きがあった。

（実務経験者）

・何年か継続してアンケートを実

施されているが、今年度はコロ

ナ禍における影響を受けた傾

向なのか、例年同様の傾向な

のか。もしそうなら、実習の機会

が限られ、多様性に遭遇してい

ないので、卒後１年は新鮮な体

験が多く、自己評価が高くなっ

たことも考えられる。この状況か

・今年度、平均点の両者の乖離

が大きかったので初めて差を出

した。例年自己評価は高い傾

向にあるが、ここまで差があるこ

とはなかった。コロナ禍で実習

が少なく、職業的な厳しさを体

験したり、自己研鑽ができなか

ったと判断している。今後、両者

差が縮まっていけばコロナ禍が

要因と考えられる。年数が経て



ら教育と臨床が連携できるかに

よって、今後、差が変化するの

ではないかと思う。

（教育経験者）

・SNS で生きている現代の学

生。自分の興味、関心に意識が

向かうため、自己肯定感が高

い。客観的に自己評価していけ

るようになってほしい。

（実習病院職員）

・今年度、病院でも卒業後２～３

年目の研修や新人教育を充実

し手厚くした。前年度の自己評

価の結果から、研修内容を見直

した。学院と病院で連携をとり、

教育できると良い。

ば自己肯定感が下がってくると

思われ、フォローしていく必要

がある。

・自分を客観視する具体的な教

育方法について教育経験者より

ご助言頂きたい。

(教育経験者)

・時間をおいて、「あの時どうだ

った？」と振り返ることで客観視

する。また、討論を通し人の話

を聞いて、自分の意見を話すこ

とで、自分の意見が変わってい

く経験を取り入れる。最後にまと

めの文章を書くことなどを通し、

言語化することを促していくの

が良いのではないか。

（実習病院職員）

・所属長の経験年数の違いによ

る評価基準の差はないだろう

か。

・多少の差はあっても、現状の

卒業生の姿を見て評価している

ので、あまり影響はしていないと

考えている。

・Ⅴ－１「社会情勢やその変化

に関心を向ける」は卒業生の自

己評価で３．５と一番低く、苦手

としている部分である。

（実習病院職員）

・社会情勢の関心を向けること

はベテランの看護師でも難しい

と思う。

（教育経験者）

・社会情勢は、SNS の活用で自

分の興味のあることで情報を得

る。リテラシーを高めていく必要

がある。

・社会情勢に目を向ける教育の

方法について、教育経験者より

ご助言頂きたい。

(教育経験者)

・国語や社会学などの科目も入

っており、工夫しているように見

受けられる。その中に見方の違

いをディスカッションするなど、

見方を広げる内容を含めると良

いのではないだろうか。



２） 自己点検・自己評価について

自己点検・自己評価結果 質問・提言内容 回答

・今年度、重点的に取り組む内

容３．「学生の主体的な学習へ

の動機づけと支援による基礎学

力の向上」を挙げ、取り組んで

いる。

（実務経験者）

・新カリキュラムになって１１７単

位２９８５時間と単位数が多いよ

うに思うが、旧カリキュラムより増

えているのか。その分、学生た

ちは自己学習が必要だと思う

が、意図的に単位数を増やした

のか。

・旧カリキュラムは１０５単位３００

０時間だった。新カリキュラムで

は、１単位１５時間の科目が増

えている。意図的に単位数を増

やした訳ではないが、結果的に

は自己学習が増え、学生に負

荷がかかっている状況がある。

今後、単位数や枠組みを見直

していく。

・今年度、重点的に取り組む内

容２．「低学年層や地域住民を

対象としてオープンキャンパス

による PR 活動の実施」を挙げ、

取り組んでいる。

（教育経験者）

・小・中学生への広報活動をし

ているのか。小・中学生から興

味を持てると良い。

・今年度７月に少人数の参加だ

ったが、初めて中学生にオープ

ンキャンパスを実施した。また、

１０月４日に小・中学生も含む市

民の方を対象に学校見学会を

行い、広く学校の存在をPRして

いく予定である。

Ⅲ.教育課程経営【教員の教

育・研究活動の充実】１．「担当

科目や担当時間数の関連か

ら、教員の専門性が活かされ、

授業準備に関する時間が保障

され教員の専門性を教授できる

体制を整えているか」につい

て、コロナウイルス感染症による

学業への影響は減少したが、依

然、実習時の体調管理や病院

との連絡・実習調整が必要な時

がある。また、学生の個別指導

などに時間を要し、教員の欠員

もあり、授業準備等に関する時

間が十分に取れないことがあっ

た理由から評価点を３とした。

（実務経験者）

・各教員の専門性に対する考え

方や組織の文化なども影響す

るとは思うが、どのようにしたら、

教員の研究活動を充実できる

か。看護学の専門性、教員とし

ての専門性を高められるか。

・専門性を追求していくと、そこ

だけは長けているが、専門学校

の特徴から何かあると他の対応

ができなくなるのも困る。日常の

業務も忙しく、研究活動が難し

い現状。地域・在宅看護論、老

年看護について学会で報告し

たり、協同学習の取り組みを看

護教育系雑誌に投稿するなど

の活動は行っているが、今後研

究活動に取り組めるように努力

をしていく。



その他 （教育経験者）

・小・中・高校では、自己評価の

基礎として、学生が日々の授業

でどのように変化しているかを

自己評価に組み込んでいるが、

そのようなことは行っているの

か。

・外部講師と学内教員が、前

期・後期に１科目ずつ評価した

い科目を決めて（学生の負担に

ならないよう）アンケート調査を

行い、自己評価に取り組んでい

る。

（実務経験者）

・学生がハラスメントを受けた場

合の規定はあるか。ハラスメント

担当の人がいたら、学生が言い

やすいのではないか。

・まだ規定がないので、早い段

階で作成していきたい。現状で

は１年に１回ハラスメントのアン

ケート調査を行っている。今のと

ころ、アンケート結果では、いじ

めやハラスメントの報告はない。


